
『
照

世
盃
』

の
施

訓
者

に

つ
い
て

川

上

陽

介

『
照

世
盃
』

四
巻

は
、

四
話

か
ら
な

る

明
末
短

篇
白

話
小
説

で
あ

り

、
中
国

本
土

で
は
長

ら
く

刊
本

が
伝
わ

ら
な

か

っ
た
作

品

で
あ

る

。

我

が
国

で
は
、

明
和

二

(
皿
七

六
五
)
年

正

月
、
皇

都
書

律

日
野
屋

源

七
刊
、

半
紙

本
四
巻

五
冊

の
和

刻
本

が
知

ら
れ

て
お

り
、

そ

の
巻

頭

に
附
載

さ
れ

た

「読

俗
文

三
条

」

に
見
え

る
署

名

「宝

暦
壬

午
之

秋

孔
雀

道

人
書

於
平

安

小
川

僑
居

」

に
よ

り

、

「
孔
雀

道

人
」

す
な

わ
ち

「孔

雀
楼
」

の
号

を
有

す

る
清

田
循

嬰

が
、

原
序

・
本
文

・
評

に

訓
点

・
左

訓

・
頭

注

を
施

し
、

「読

俗

文
三

条
」

と

い
う

附

言
を

添
え

て
出
版

し
た

も

の
と

言

わ
れ

て
き
た

二
v。

な

か

で
も

、
徳

田

武
氏

は
、

「読

俗

文

三
条

」
が

、
『
照

世

盃
』

の

訳
者

自

序

に
相

当

す

る
も

の
と
見
な

し
、
清

田
憺

嬰

に

「孔

雀
楼

」
の
号

が
あ

る

こ
と
、

そ

の
内

容

が
、
清

田
憺

里

の
見
解

と
全

く

一
致

す

る

こ
と

の
二

つ
を

根

拠

と
し

て
、

『
照

世

盃
』

の

「訓

訳

は
、
清

田
循
里

に

よ

っ
て
な

さ

れ
た

も

の
と
断

じ
て
差

し

つ
か
え
な

い
」
と

明
記

し
て

い
る

三̂
。

「
読

俗
文

三
条

」

が
清

田
循

曼

の
書

い
た
も

の
で
あ

る
か

ら
、

『
照

世

盃
』

を
訓

訳
し

た

の
も

憺
里

そ

の
人
だ

と

い
う

の
で
あ

る
。

そ

の
後

、

長
ら
く
伝

わ

ら
な

か

っ
た

『
照

世
盃
』

の
清

代
康

煕
刊

本

が
、
大

分
県

佐
伯
市

に
旧
佐

伯
藩
蔵

書

・
佐
伯

文
庫
と

し

て

}
括

保
管

さ

れ

る
漢

籍

中

に

現
存

す

る

こ
と

が
判

明

し

〔三
}、

一
九

八

八

年

十
月
、

東
京

、
汲
古

書

院
か

ら
、
大

塚
秀

高
編

『
佐

伯
文
庫

叢
刊

第

四
巻

照
世

盃
』

と

し
て
影
印

刊
行

さ
れ

た
。

大
塚

氏

は
、

本
書

の
解

題

に

お

い

て
、

徳

田
氏

の
説

を

引

き
、

「
読
俗

文
三
条

」

の
筆

者

「
孔
雀
道

人

」
が
清

田
憺

里

で
あ

る

こ
と

は
認

め
な
が

ら
も

、
徳

田
氏

が

こ
れ
よ

り

一
歩

を
進

め
、

『
照

世

盃
』

の
訓
点

者

を
清

田
憺

竪
と

推
す

こ
と

に

は
、

再
考

の
必
要
が

あ

る
と
指
摘

し

て

い
る
。
大

塚
氏

は
、

中
国
本

土

に
も
伝

わ
ら

ず
、

佐
伯

文
庫

に

の
み
現
存

が
確

認
さ

れ

て

い
る

『
照
世

盃
』

の
唐

本

は
、
和
刻

本
刊

行
当

時

に
お

い
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て
も
、
ま

さ

し
く

こ

の

一
本

し
か
存
在

し

て

い
な

か

っ
た
と
想

定

し

た

上

で
、

「清

田
憺

嬰

に
は

佐
伯

侯

と
ま

み

え
、

侯

の
個

人
蔵

書

を

透

き

写
し
す

る
だ

け

の
縁
故

」
が

な

か

っ
た

こ
と

、

「
次

に

「
読
俗

文

三
条
」

執
筆

の
宝

暦
十

二

(
一
七

六
二
)

年
以
降

、

現
在
知

ら
れ

る
最

古

の
和
刻

本
、

明
和

二

(
一
七

六
五
)

年
刊

本
が
刊

行
さ

れ

る

ま

で

の
間

、
憺
里

が
京

都

を
長
期

に
亙

っ
て
離

れ

て
」

い
な

か

っ
た

こ
と

、
以

上

二
点

の
理
由

を
挙
げ

て
、
徳

田
氏

の
清

田
憺

嬰

『
照
世

盃
』

訓

点
者

説

を

批
判

し
て

い
る

些

。

要

す

る
に

、
清

田
循
嬰

は

現
存
唯

一
の
唐
本

で
あ

る
佐

伯
文
庫

本

そ

の
も

の
を

見

る

こ
と

は

で

き
な

か

っ
た
、
だ

か
ら

循
聖

は

『
照
世

盃
』

の
施

訓
者

で
は
な

い
と

い
う

の
が
、

大
塚

氏

の
基

本
的

な
主

張

で
あ

る
。

ま

た
、

『
照

世

盃
』

に

は
、

大
連

市

図
書

館

所
蔵

の
大

谷

光
瑞

旧

蔵

書
、

所
謂

大
谷
本

に
、

唐
本

に

よ
る

と
思
わ

れ

る
二
種

類

の
抄

本

が
あ

り
、
辛

島
驕

「満

鉄
大
連

図
書

館

大
谷

本
小
説

戯
曲

類

目
録
上

」

(『
斯

文
』
第
九
編

第

三
号
、

↓
九

二
七
年

二
月
、
五

二
～

五
三
頁

)

に

50
、

51
と

し

て
著

録
さ

れ

る
。

大

塚
氏

は
、
佐

伯

文
庫
本

、
和

刻

本
、

大
連

市

図
書
館

所
蔵

の
大

谷
本

二
抄
本

、
合

計

四
種
類

の
テ
ク

ス
ト
を

調
査

し
た
結

果
、

和
刻

本
成

立

の
経

緯

を
さ

ら
に
次

の
よ
う

に
推

論
す

る
。

ま

ず
、

佐
伯

文
庫

本
か

ら
、

訓
点
送

仮
名

の
ほ
か
、

和
刻

本
よ

り

も
数

段

詳
し

い
傍

釈

欄
外

注
を

附
し

た

51
の
抄
本

が
作

ら
れ
、

続

い

て
、

版

下
用

に

50
の
抄

本

を
含

む
複
数

の
抄

本
が

作

ら
れ
た
。

和

刻

本
は

こ

の

50
の
抄

本
と

同

じ
も

の
に

51
の
抄
本

か

ら
訓
点

送
仮

名

の

全

部

と
傍
釈

欄
外

注

の

一
部

を
書

き
写

し
た

も

の
を
版

下
と

し
た
。

そ

の
後

い

つ
誰
か

は
わ

か
ら

ぬ
が
序

文

の
脱
落

に
気

づ
く
。

だ

が
す

で
に

そ
れ
を

照
会

す
る
余

裕

は
な

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

や
む

な
く

意

を
も

っ
て

―
文
字

を
補

い
、

そ

の
ま

ま
刻

工
に
渡

し
た
。

51

の
抄

本

な

い
し

は
そ

の
原
本

(お

そ
ら

く
は
佐

伯
文
庫

本

)

に
あ
た

れ
ば

済

む

こ
と

で
あ

っ
た
が
、

そ
れ

が
出

来
ぬ
事

情

が
あ

っ
た

の
で
あ
ろ

う
。

原

本
は
遠

隔

地

(豊

後
佐

伯
)

に
あ

っ
て
お

い
そ
れ

と

は
見
ら

れ
な

か

っ
た
。

清

田
憺
嬰

が

『
照
世

盃
』

の
訓
点

者

な
ら

、

51
の
抄

本

の
所

持
者

で
も

あ

っ
た
は
ず

で
、

こ
の
間
京

都

に
住
ん

で
い
た
な

ら

和
刻

本

の
訣

字

は
簡
単

に
埋

め
ら

れ

て

い
た

は
ず

で
あ

る
。

大
塚

氏

は
、

こ

の
よ
う

に
、
清

田
憺

嬰

『
照
世

盃
』

訓
点
者

説

を
批

判
す

る
の

で
あ
る

葦
。

こ

の
批

判

は
、
大

塚
氏
自

身

の
言

う
と

お

り
、

舶

載
さ

れ
た

『
照

世
盃

』

が
佐
伯

文
庫

本
た

だ

一
部

で
あ

っ
た
場
合

に
と
り

わ
け
有

効

で
あ

る
。

大

塚
氏

は
、
大

庭
脩

氏

の

『
江

戸
時
代

に
お
け

る
唐
船

持

渡
書

の
研
究

』

(関

西
大

学

東
西

学
術

研

究

所

研
究

叢
刊

一
、
関

西

大
学

東

西

学

術

研
究

所

、

一
九

六

七
年

三

月

)
、

『
宮
内

庁

書

陵

部

蔵

舶
載

書

目

附
解

題
』

(
関
西

大
学

東

西

学
術

研

究
所

資

料
集

刊

七
、

関
西
大

学
東

西
学

術

研
究
所

、

一
九
七

二
年

一
月
)

の
二
書

に

よ

っ
て
、
記
録

上
、
江
戸

時
代

に
我

が
国

に
も

た
ら

さ
れ

た
唐

本

『
照

世
盃
』

は
、

元
禄

八

(
一
六
九

五
)
年

に
舶

載
さ

れ
た

一
本

の
み
で
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あ

る

こ
と
、
ま
た
、
東

北
大

学
狩

谷
文
庫

所
蔵

『
明
徳

館
書

物

目
録
』
、

笠

井

助
治

氏

の

『
近
世

藩
校

―
覧

表

』

(吉

川
弘

文
館

、

一
九

六
〇

年

五

月
)

に

『
照

世
盃
』

の
名

が
見

え
る
が

、
そ

れ
は

恐
ら

く
唐
本

で
は
な

い
ら
し

い
こ
と

を
述

べ
、
「
日
本

国
内

に
第

二

の

『
照

世
盃

』

が

存
在

す

る
可
能

性
は

し
か
く

非
常

に
小
さ

い
。

ほ
と

ん
ど
零

に
等

し
か

ろ
う

。
」
と

記

し

〔六
}、
和
刻

本

『
照

世

盃
』

の
底
本

が
佐

伯
藩

主

の
個

人
蔵
書

以
外

に

は
あ
り

え
な

い
こ
と

を
示
唆

し

て

い
る
。

と

こ
ろ
が
、

和
刻

本

と
佐

伯

文
庫
本

と
を

丹
念

に
読

み
比

べ

て
み

る

と
、
和

刻
本

が
、

本
当

に
佐
伯

文
庫
本

を
版

下
原

本
と

し

て

い
た

の
か

ど
う

か
、

少

々
疑
問

に
思
わ

れ

て

く
る

〔七
)。

最
も

大

き
な

疑

問
点

は
、

佐
伯

文
庫

本

の
不
鮮

明
箇

所

(も

し
く

は
全

く

文
字

の
見

え
な

い
訣

字
部

分
)

に
対

し

て
、

和
刻
本

は

正
し
く

文
字

を
埋

め

て

い
る
場
合

が
多

い
こ
と

で
あ

る
。

具
体
的

に
は
、
佐

伯
文

庫
本

第

一

回

(
七

丁
裏

八
行

目

)

「
這

一
口
便

在

ロ

ロ
ロ
競

輔

了

」
を

和
刻

本

巻

一

(
七
丁
表

四
行

目
)
は

「這

一
口
便
在

腹

肚
内
競

櫨

了
」
と
し

、

佐
伯

文
庫

本

第

二
回

(
二
十

二
丁

裏
七

行

目
)

「借

到

□
歌

威
」

を

和
刻

本
巻

二

(
二
十

丁
裏

二
行

目

)

は

「
借
到

老
欧

虞

」
、

佐
伯

文

庫

本

第

二
回

(
二
十

四

丁
表

四
行

目
)

「雄

才

子
」

(
「
才
」

は
右

半

分

訣
字
)

を

和
刻
本

巻

二

(
二
十

一
丁
裏

五
行

目
)

は

「雄
拐

子
」

と
す

る
な

ど

、
佐
伯

文
庫
本

か
ら

は
字

形
が
識

別

で
き
な

い
文

宇
を

、

和
刻

本

は
正

し
く
刻

し

て

い
る
と
思

わ
れ

る
も

の
が
少
な

く
と

も
十

例

以
上
、
や
や

見
苦

し

い
程

度

の
印
刷

不
鮮

明
箇

所
ま

で
加

え

る
と

、

汲
古

書
院

版
巻

末

「
照
世

盃
不

鮮
明
箇

所

一
覧
」

に
示
さ

れ

て

い
る

通

り
、
優

に
百
例

以
上

に
上

る
。

現
存
す

る

『
照
世

盃
』

の
刊

本
が
佐

伯
文

庫
本

以
外

に

は
存

在

せ

ず
、

ま
さ

に

こ

の
テ
ク

ス
ト
が

和
刻
本

の
版

下
原
本

で
あ

っ
た

と
す

れ
ば

、
版

下

原
本

で
は
全

く
識

別

で
き

な

い
文
字

を
、
和

刻
本

は
ど

う

や

っ
て
起

こ
し
た

の
で
あ
ろ

う
か
。

佐
伯

文
庫
本

第

三
回

(
三
十

四

丁
表

四

行

目
)

「
要
討

□
□

□
玉

馬
」

を
和

刻
本

巻

三

(三

十

丁

裏

三
行

目
)

は

「要

討
這

玉
馬
」

と

し
、
第

四
回

(四
十

五

丁

裏

一
行
目

)
「積

分
積
厘

的

□
□
□

□
掌
出

来
」
を

和
刻

本
巻

四

(四

十

丁
裏

二
行

目
)

は

「積

分
積
厘
的

銀

子
掌

出
來
」

の
よ

う

に

、銀

子
」

の
後

の
見

え
な

い

二
文
字

を
削

除

し
た

り
、
ま

た
第

四
回

(四

十
九

丁
表

～
裏
)

に
見
え

る
版
木

の
摩

耗

に
よ
る
大

量

の
判
読

不
能

部
分

を
和

刻
本
巻

四

(四

十
三

丁
裏
～

四
十

四
丁

表
)

で
も
同

じ
よ

う

に
空
白

の
ま
ま

敏
字

扱

い
に
す

る
な

ど
、
佐

伯
文

庫
本

に
見

ら
れ

る
不
鮮

明
箇

所

の
中

に
は
、

和
刻
本

に
お

い
て
も

そ

の
ま

ま
保

留

し

て

い
る
場
合

も
あ

る

こ
と

か
ら
、

和
刻

本
が
、

版

下
原
本

で
識

別
困

難
な

文
字

を
す

べ

て
憶

測

で
補

っ
て

い
た
と

も
考

え
に

く

い
。

和
刻

本
に

お

い
て

の
み
識
別

可
能

と
な

っ
て
い
る

文
字

の
す

べ

て
が

憶
測

に
よ

る
も

の
で
な

い
と
す

れ
ば

、
和

刻
本

刊
行

当
時

に

は
、
今

日
唯
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一
現

存
が

確
認

さ
れ

て

い
る
清
代

康
煕

刊
本

で
あ

る
佐
伯

文
庫

本

以

外

に
、
も

う
少

し
刷

り

の
状

態

の
よ

い
刊
本

が
存
在

し

た
か
、

あ

る

い
は
そ
う

い
う
刊

本

の
写
本

な

り
と
も

、
別

の
テ

ク

ス
ト
が
ど

こ
か

に
存
在

し

て

い
た

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

な

お

、

佐

伯

文

庫

本

に

見

え

る

「土

妓

」

を

和

刻

本

は

「上

妓

」

と

し

(八
∀、

「
付

量

」

を

「付

量

」
〔九
)、

「綾

」

を

「終

」
↑
)、

「
特

」

を

「時

」
〔+
こ
、

「鏡

子

」

を

「鏡

了

」
+̂
―・、

「妄

想

」
を

「忘

想

」
(+
三
〕、

「骨

髄

」
を

「
骨

髄

」
↑
巴
、
「
搏

」
を

「搏

」
差̂

)、

「摯

」
を

「黎

」
〔+
.八甘、

「予

」

を

「
子

」
↑
し
v、

「嚴

聲

属

色

」

を

「麗

聲

暦

色

」
↑
八
v、

「在

」

を

「柾

」
宇
九
}、

「到

」
を

「封

」
三
‡
、
「
撲

不

到

」
を

「我

不

到

」
2
+
こ
、

「友

」

を

「文

」
(
ト
一)、

「顧

」

を

「
願

」
三
↑
.ε
、

「名

士

」

を

「名

套

」
(一.+
四
〕、
「出

貢

的

」
を

「出

貢

約

」
三
+
乙
、
「勒

措

」
を

「勤

措

」
(―
t
ハ 、

「
時

」
を

「以

」
三
+
。
v、
「
脱

換

」
を

「
晩

換

」
三
+
5
、
「
再

」
を

「耳

」
三
+
乙
、

「我

」

を

「
武

」
三
士
、

「
不

曾

説

完

」

を

「
不

曾

説

宅

」
2
+

 
と

誤

っ
て

刻

し

て

い

る

例

な

ど

、

和

刻

本

に

は

お

粗

末

と

も

言

え

る

誤

写

が

非

常

に

数

多

く

認

め

ら

れ

る

の

で

あ

っ
て

、

そ

れ

ら

は

本

来

の

字

形

が

や

や

似

て

い

る

た

め

と

は

い
え

、

余

り

の
数

の
多

さ

に

驚

か

さ

れ

る

。

こ

れ

ら

の
誤

字

の
多

さ

を

見

て

み

る

と

、

和

刻

本

の

版

下

稿

本

が

到

底

ま

と

も

な

刊

本

か

ら

作

成

さ

れ

た

と

は

考

え

に

く

く

、

そ

の
も

と

に

な

っ
た

版

下

用

抄

本

の

状

態

の
悪

さ

を

想

像

さ

せ

る

。

特

に

、

「時

」

を

「
以

」
、

「友

」

を

「
文

」

な

ど

と

誤

る

の

は

、

版

下

用

抄

本

が

草

体

の

字

形

で
あ

っ
た

と

考

え

れ

ば

理

解

し

や

す

い
。

字

形

の
類

似

に

よ

る

誤

写

以

外

に

も

、

和

刻

本

に

は

、

佐

伯

文

庫

本

に

「有

」

と

あ

る

文

字

を

「
在

」

と

し

た

り

〔三
+
―)、

「
阿

正

」

を

「
阿

妻

」
三
+
・;
、

「男

」

を

「
別

」
三
茜

}、

「房

屋

」
を

「
茅

屋

」
三
圭

、

「
教

化

子

」

を

「
叫

化

子

」
三
+
六
)
と

し

た

り

し

て

お

り

、

意

を

も

っ

て

文

字

を

改

め

た

の
か

、

版

下

原

本

が

そ

う

な

っ
て

い

た

の

か

、

判

別

し

が

た

い

例

も

時

々

見

ら

れ

る

。

も
う

ひ
と

つ
、

和
刻
本

に

は
奇
妙

な

現
象

が
見

ら
れ

る

こ
と

も
指

摘

し

て
お

こ
う
。

和
刻
本

に

は
、
本

文

・
訓
読

と
も

に
間

違

っ
て
い

る
も

の
や
、

本
文

は
正

し

い
が

訓
読

を

間
違

っ
て

い
る
も

の
な

ど
が

入
り
乱

れ

て

い
る

が
、

そ

の
他

に
、

本

文
は
間
違

っ
て

い
る
が

左
訓

は
正

し
い
と

い
う
場

合
も

あ

る
。
本

文

・
訓
読

が
と

も

に
間
違

っ
て

い
る
も

の
は
、

例

え
ば
、

凡EEx.

佐
伯

文

庫
本

第

二
回

(
十

二

丁
表

六
行

目
)

「
口
中

乱

城
捉

賊

。
」

(
口

々
に
、

賊
を

捕
ま

え

ろ
と
騒
ぎ

立

て

る
。
)

和

刻
本
巻

二

(十

一
丁

表
四

行

目
)

「
口
中
乱

戚
役

賊

」

和

刻
本

左
訓

「
メ
ッ
タ

ニ
盗

メ
ト

ワ

メ
キ
タ

テ

ル
」

佐
伯

文

庫
本

第

二

回

(
二
十

一
丁
表

二
行

目
)

「
這

一
句

還

不
曾

説
完

」

(
こ

の

=
言
を
ま

だ

言

い
終

わ

ら
な

い
う
ち

に

…
)

和
刻

本
巻

二

(
十
八

丁
裏

九
行

目
)
「
這

一
句

還

不
曾
説

宅
」

和
刻

本
左

訓

「タ

、

一
句

云

タ

バ
カ
リ

テ
ホ

カ
ヲ

イ

フ

マ
モ

マ
タ
ズ
」
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本

文

は

正
し

い
が
訓
読

は
間
違

っ
て

い
る
と

い
う
例

は
、
佐

伯
文

庫

本
第

一
回

(
二
十
五

丁
表
八

行
目

)
、

臨

老

鴇
道

。
尊

客

莫
怪

老
身

。

其
塞

不

能
相
會

了
。

(や

り

手

婆

は
、

「お

客
さ

ん
、

私

を
責

め

な

い

で
お
く

れ

。
本

当

に

(娘

は
)
会

う

こ
と
が

で
き
な

い
の
で
す
。
」
と

言

っ
た
。
)

と

い
う
本

文
を

、

和
刻

本
巻

一

(
二
十

二
丁
裏

五
行

目
)

「老

鴇
道

フ

尊
客

老
身

其

ノ
皇

ヲ
怪

ム

コ
ト
莫

レ

相
會

ス
ル

コ
ト
能

ハ
ズ

了

」

と
訓

み
、

「本

当

に
」
と

い
う
意

味

の
副

詞

「
其
宴

」

を

誤
読

し

て

い
る
例
や

、
佐
伯

文
庫

本
第

三
回

(三

十
丁
表

一
行

目
)
、

甑

杜

景

山
道

。

我

的

性
命

則

索

休

了
。

(
杜

景

山

は
、

「
私

の

生

命
も

こ
れ
ま

で
と

い
う

他

は
あ

る
ま

い
…
」
と

言

つ
た
。
)

と

い
う
本

文
を
、

和
刻

本
巻

三

(
二
十

六
丁
裏

八
行

目
)

は

「
杜
景

山
道

フ
我

力
的
性

命

則

チ
索
休

ス
了
」

と

訓

み
、

「
索

休

」
に

左
訓

「
シ

マ
フ

タ
」

を
加

え

て

い
る
例

な
ど

で
あ

る
。

「
則
索

」
は

現
代

語

の

「
只
好

」

「
只
得
」

に
相

当
す

る
白

話

語
彙

で
、

「
～
す

る
ほ

か
な

い
」

「
～

せ
ざ

る
を

得
な

い
」
と

い
う

意
味

の
副

詞

で
あ

る
。

「索
休

」
と

い
う

語
が

あ
る

わ
け

で
は
な

い
。

そ

し

て
、
本
文

は
間
違

っ
て

い
る
が
訓

読
は

正
し

い
と

い
う
例

は
、

臨

佐

伯
文

庫

本
第

二
回

(
五

丁
表

三
行

目

)

「
損
着

眉
。

鉄

着

脚
。
」

(眉

を
整

め
、
蹴

贋
き

な
が

ら
)

和
刻

本
巻

二

(
四
丁
裏

六
行

目
)

「撹
著

着
践

著
脚

」

和

刻
本

左

訓

「
マ
ユ
ヲ

シ
ワ
メ

ア
シ
ズ

リ

ヲ
シ
テ

(眉
を
搬

Ex.

 

の
よ
う

に
、

訓

で

は

と
誤

っ
て

い
る

の
に
、

る
例

な
ど

で
あ

る
。

記
述

が

正
し

い
と

い
う

こ
と
は
、

で
あ

る

こ
と

を
思
わ

せ

る
が
、

当

に
佐
伯

文
庫
本

を
版

下

原
本
と

し

て

い
た

の
か
ど

う
か

、

は
多

い
。 め

、

足
摺

り
を

し
て
)
」

佐

伯
文

庫

本
第

二
回

(
七

丁
表

六
行

目
)

「老

爺
在

生

時
」

和

刻
本

巻

二

(六

丁
裏

五
行

目
)

「老

爺
在

生

以
」

和
刻

本
左

訓

「
セ

ン
ダ

ン
ナ

タ

ツ
シ

ヤ
ナ

ト
キ

(先

旦
那
、

達

者
な

時
)
」

本

文

で
は

「
眉
」

を

「着

」
と

誤

っ
て

い
る

の
に
、
左

「
マ
ユ
」

と
正

し

く
解
釈

し
て

い
る
例
、

「時

」

を

「
以
」

左

訓

で
は

「ト

キ
」

と
正

し
く
解

釈
し

て

い

本

文

の
文
字

が
間

違

っ
て

い
る

の
に
、
訓
読

の

版

下
作
成
者

と
施

訓
者

と

は
別
人

い
ず

れ
に

し
て
も
、

和
刻

本
が

、
本

疑

問
点

さ

て
、
大

塚
氏

は
、

和
刻

本

の
版

下

原
本

が
、
遠

隔

地

(豊

後
佐

伯
)

に
所

蔵
さ

れ

て
い
た

現
存
唯

一
の
清
代
康

煕

刊
本
、

佐
伯

文
庫

本

で
あ

る

と

い
う
想

定

の
も

と

に
仮

説

を

立

て

て

い
た

の
で

あ

る

が
、

こ

の
仮

説

に
は
実

は
大

き
な

問
題

が
あ

る
。

そ
も

そ
も
豊

後
佐

伯
に

所
謂

「佐
伯

文
庫

」
が

設
立
さ

れ
た

の
は
天
明

元

(
一
七

八

一
)

年

三
宅

)、

和

刻

本
刊

行

の
明
和

二

(
一
七

六

五
)

年
よ

り

も
後

の
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こ
と

で
あ

る
。

「佐

伯
文

庫

」
と

い
う

一
大

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
は
好
学

愛
書

の
藩

主
泉

州
侯
毛

利
高

標

に
よ

っ
て
作

ら
れ

た
も

の

で
、

星

野

恒

「
書
佐

伯

献

書
総

目
後

」

(『
豊

城
存

稿

』

巻

下

、

星

野
教

授
在

職

二
十

五
年
祝

賀
会
、

一
九

一
三
年
)

に

よ
れ
ば

、
毛

利
高
標

は
、

享
和

元

(
一
八
〇

こ

年

八
月
、

四

十
七
歳

で
亡

く
な

っ
た

と

い
う

か

ら

三
+
八
〕、

和

刻

本

刊
行

時

に

は
十

一
歳

に

す
ぎ

ず
、

現
在

佐
伯

文
庫

本
と

呼
ば

れ

て
い
る

『
照
世

盃
』

の
清

代
康

煕
刊
本

が
、

こ
の

時

ま
だ
佐

伯
藩

主

の

コ
レ
ク

シ

ョ
ン
に
は
な

っ
て

い
な

か

っ
た
可
能

性
が

あ

る
。
だ

と
す

れ
ば

、
和
刻

本

の
版

下
作
成

と
佐
伯

藩
と

は
無

関
係

で
あ

り
、

和
刻

本

の
施

訓
者

が
佐

伯
藩

に
出

向

い
て

い
な

い
の

は
む

し
ろ

当
然

と
言

え
る
。

さ

ら

に
、

和
刻

本

刊
行

以
前

の
京

坂

に
お

い
て
、
『
照

世
盃
』

を

読
ん

で

い
る
人
物

が

い
た

こ
と

は
、
す

で

に
石
崎

又
造

氏
、
徳

田
武

氏

に
よ
る
指

摘

が
あ

る
。

文
献
上

、
最

も

早
く

『
照
世

盃
』

に

つ
い

て
記
録

を
残

し

て

い
る

の
は
、
天

折

し
た
京

都

の
白

話

小
説
通

、

田

中
大
観

で
あ

る
と

い
う
。
『
大
観

随
筆
』
(内

閣

文
庫
蔵

)
に

い
う
・.――+
九
・。

小
説

二
照
世

盃
ト

名
ヅ

ク

ル
者

ア
リ
。

余
初

メ
其

ノ
名

ヲ
解
サ

ズ

。

西
伯
禅

師
ナ

ル
者

有

リ
、
博

覧

ニ
シ
テ
遺

ル

ル
無

シ
。
嘗

テ
余
ガ

蔵

ス
ル
所

ノ
照

世

盃
ヲ
借

リ
読

ム
。

還
致

ス
ル
時

二
於

テ
、
片

紙

ヲ
用

ヒ
テ
之

二
書

シ

テ
日
ク

、
純

一
子
ガ

書
言

故
事

(第

八
巻
第

廿
八
葉

)

二
日
ク
、

国
初

帖
木

児

使

ヲ
遣

シ

テ
表

ヲ
奉
ゼ

シ

ム
、

聖
心

ヲ
欽

仰

ス

ル

コ
ト
照

世
盃

ノ
如

シ

ノ

語

有
リ

ト
、
或

ヒ

バ
日
ク
、
其

国

ノ
旧
伝

二
盃

有
リ

、
光

明
洞

徹

、
之

二
照

ラ
セ

バ
世

ノ
事
故

ヲ
知

ス
ベ
シ
ト

云

フ
ト
。
書

名

豊

此

レ
ヲ
取

ル
カ

ト
。

田
中

大
観

は
、

和
刻
本

が
刊

行
さ

れ

る
三
十

年
前

に
亡

く
な

っ
て

い
る

西
+
〕か
ら

、
大

観

は
紛
れ

も
な

く
和

刻
本

で

は
な

い

『
照

世

盃
』

テ
ク

ス
ト
を

所
蔵

し
て

お
り
、

西
伯

禅
師

と

い
う
人

物

に
借
覧

さ
せ

て

い
た

の

で
あ
る
。

ま
た

、
同

じ
く

都
賀

庭
鐘

も
、

和
刻

本
刊

行
以

前

に

、
『
照
世

盃
』

序

を
踏

ま

え

た
、

『
英

草

紙
』

(寛

延

二

(
一
七

四
八
)
年

刊
)
の
序

文

を
書

き
あ
げ

て

い
る

西
+
こ
か

ら
、
『
照

世

盃
』

を
読

ん
で

い
た

こ
と
は
確

か

で
あ

る
。
こ
の
他

に
も
、
「
和
刻

三

言
」

を

出
版

し
た

京
都

の
書
犀

、
風

月
堂

荘
左

衛
門

、
す

な
わ

ち
沢

田

一

斎

が
、

『
俗
語

解
』

の
引
用

書

目

に

『
照
世

盃
』

の
名

を
挙

げ

て
お

り
、
自

ら
出

版

に
携
わ

っ
た

『
小

説
奇

言
』

(宝

暦
三

(
一
七

五
三
)

年

刊

)
や

『
小
説

粋
言

』

(宝

暦

八

(
一
七

五

八
)

年

刊
)

の
嗣
刻

書

目

に
も

、
『
照
世

盃

』

の
書
名

を

掲
げ

て

い
る

こ
と

か
ら

考

え

る

と
、
仮

に
唐

本
そ

の
も

の

で
な

か

っ
た
と

し

て
も
、
何

ら

か
の
形

で
、

沢

田

↓
斎

が

『
照
世

盃
』

の
テ
ク

ス
ト
を

所
持

し

て

い
た

こ
と

は
明

ら

か

で
あ
ろ

う
。

和
刻

本
刊
行

当
時

、
後

の
佐

伯
藩

主
毛

利
高

標

は
恐
ら

く

『
照
世

盃
』

清
代

康

煕
刊
本

を
ま

だ
購

入

し
て

は
お
ら
ず

、

か
え

つ
て
京
都

に

こ
そ
、

田
中

大
観

旧
蔵

本
な

り
、

沢

田

「
斎

に
よ

る
抄
本

な

り
が

あ

っ
た

の
で

は
な

い
だ
ろ

う
か
。

少
な

く

と
も
、

清

田
憺
嬰

は
、

佐
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伯
藩

主
と

縁
故

が
な

く
、

こ

の
時

期
京
都

を
離

れ

て

い
な

か

っ
た
か

ら

『
照
世

盃
』

の
施

訓
者

で
は
な

い
と
す

る
大

塚
説

の
基

本
的

な
主

張

は
、
改

め
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
。

四

前

に
述

べ
た

通

り
、

和
刻

本

『
照
世

盃

』
巻

一
冒

頭

に

は
、

「孔

雀
道

人
」

に
よ

る

「読

俗
文

三
条
」

と

い
う
文
章

が
附

載

さ
れ

て
お

り
、

そ

の
署

名

「孔

雀
道

人

」
が

、

「
孔
雀

楼

」

の
号

を
有

す

る
清

田
憺

隻

で
あ

る

こ
と

に
異

論

は
な

い
。

し

か

し
、

「
読

俗
文

三
条

」

を
書

い
た

の
は

清

田
憺
竪

で
あ

っ
て
も

、
『
照
世

盃

』

の
訓

点
者

は

循
嬰

で
は
な

い
と
大

塚
氏

は
主

張

す

る
。

「
読
俗

文

三
条

」

の
第

一

条

に

い
う

(四
+
三
。

俗
文

ノ
書

ヲ
訳

ス
ル

ハ
句

ヲ
逐
テ
訳

ヲ
施

ス
訳

二
定

訓
正
義

有

テ
無

シ
是

ヲ
訳

ノ
大
本
領

ト

ス
讐

バ

斯
文

ハ
キ

ヤ

シ
ヤ
ト

カ
風

流

ト

カ
訳

ス
レ
ト

モ
所

ニ
ヨ
ツ
テ

ハ
行
義

ナ
ト

訳

ス
喜

得

ハ
能

シ

レ
タ

ル
字

ニ
テ

訳

ス
レ
バ
ウ

レ
シ
ガ

ル
ト
カ
ウ

レ
シ
ク

ト
カ

訳

ス
レ
ト

モ
所

ニ
ヨ
ツ
テ

ハ
マ
ダ

シ

モ
ト

訳

ス

マ
タ
義

バ
カ

ハ

ラ
ネ

ド

モ
文
勢

ニ
テ
訳

ヲ
カ

ユ
ル

コ
ト

モ
ア
リ
感

激

ヲ
有

難

シ

ト

モ
辱

ナ

シ
ト

モ
訳
シ
央

ヲ
タ

ノ

ム
ト

モ
ヤ
ト

フ
ト

モ
訳

シ
老

実

ヲ
ジ

ツ
テ

イ
ト

モ
ヲ
ト

ナ

シ
ク
ト

モ
訳

ス
ニ
三
ヲ

挙
テ
千

万

ヲ
推

テ
知

ル
ベ
シ

必
板
定

ノ
訳

ヲ
ナ

シ
字
訓

二
拘

レ
バ
本
義

ヲ

失

フ

コ
ト
多

シ

こ

の
条

文

で
、
清

田
憺

里
は
、

俗
文

の
書

を
翻

訳
す

る
際

に
は
、

一
語

一
語

、
定

訓
正
義

な

ど
は

あ

っ
て
な

い
よ
う

な
も

の
だ

か
ら
、

そ

れ
ぞ
れ

文
章

の
流

れ

の
な
か

で
訳

語
を
選

択

し
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
、

と

い
う
大

原
則

を
述

べ
、
文

脈

に
よ

っ
て
語
義

が
変

化
す

る
例

と

し

て
、

「
斯

文
」

「
喜
得

」

の
二

つ
の
語

を

挙
げ

、

次

に

、

語
義

は
変

わ
ら

な

い
が
文
勢

に
よ

っ
て
訳
語

の
言

い
回

し
を
変

え

る

べ
き

例
と

し

て
、

「感

激

」

「央

」

「老

実
」

と

い
う

三

つ
の
俗
語

に

つ
い

て
解

説
す

る
。

「
斯
文

」

は
、

ふ

つ
う

は

「華
奢

」

と
か

「
風
流

」
と

か
訳

す
け

れ
ど

も

場
合

に

よ

つ
て
は

「
行
儀

」

な
ど

と

訳
す

の
が

よ

い
。

「喜

得
」
は
、
よ

く
知

ら
れ

た
文
字

で
あ

っ
て
、
ふ

つ
う

は

「
嬉

し
が

る
」

と
か

「嬉

し
く
」

と

か
訳
す

け
れ

ど
も
、

場
合

に
よ

っ
て
は

「
ま
だ

し
も

」

と

訳
す
。

「感

激

」

は

「
有
難

し

」
と

も

「
辱
な

し
」

と
も

訳
せ

る
し
、

「央

」
は

「頼

む
」

「雇

ふ
」
、

「
老
実

」
は

「実
体

」

「大

人
し

く
」
な

ど
と

、
文
勢

に
応

じ
て
訳

語
を

柔
軟

に
変
え

た
方

が
よ

い
と
、

こ
こ
に

は
書

か
れ

て

い
る
。

「斯

文
」
と

い
う

語
は
、
『
照

世

盃
』

に
三

つ
の
使

用
例

が
あ

る
。

一
、

只
得
在

那
上
床

之
時

。
脱

衣

之
後
。
求

歎

之
際
。
響

々
軟

々
款

々
。

假

學

許
多

風
雅

模

檬
。

(
佐
伯

文

庫
本

第

二
回
、

十
八

丁
表

六
行

目
/

和
刻
本
巻

二
、
十

六

丁
裏

一

行

目
)
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二
、
穆
文
光
托
辟
道
。
弦
見
原
該
來
相
伴
的
。
只
恐
窯

刻

、

反
要

驚
動

了

参

々
。

(佐

伯

文
庫

本
第

四

回
、

七

丁

表

四
行

目
/
和

刻
本

巻

四
、
六

丁
裏

一
行

目
)

三
、
太
公
着
急
道
。
像
椚
這
般
人
。
戎
没
來
歴
。
馨

羅

。
(佐
伯
文
庫
本
第
四
回
、
九
丁
裏
四
行

目
/

和
刻
本

巻

四
、

八
丁
裏

五
行

目
)

和

刻
本

の
本

文
傍
線

部

に
附

さ
れ

た
左

訓
は
、

そ
れ

ぞ
れ

「
シ
サ

イ
ラ

シ
ク

(子

細

ら

し
く

)
」

「
イ

ネ

ガ

ヨ

ロ
シ
カ

ラ
ズ

ブ
ギ

ヤ

ウ

キ
デ

(寝

ね

が

よ

ろ

し

か
ら

ず

、

不
行

儀

で
ご

「
ギ

ヤ
ウ

ギ

ナ

ア

キ

ナ
イ

ニ
ナ
ゼ

ニ
サ

ヤ
ウ

ニ
ヲ
ダ

チ

ヤ

ル
ゾ

(行

儀
な
商

い
に
何

故

に
左

様

に
煽

ち

や

る

ぞ
ご

と
な

っ
て

い
る
。

「
斯

文
」

と

は

、
本

来

「
学
問

の
あ

る
知
識

人

」
と

い
う
意

味
だ

が
、

白
話

語
彙

と
し

て

は
普

通

「
上

品

な

」

「
優

雅

な

」

「
お

と

な

し

い
」

な

ど

と
訳

さ

れ

る
か

ら
、
『
照

世
盃

』

の
用

例

は
、

「お

上

品

に
」

「
寝
相

が
悪

い
」

「真

っ
当

な
商

売

に
ど
う

し

て
横

槍

を
入

れ
る

の
か
」

と

い
う
意
味

に
な

る
。

和
刻

本

『
照

世
盃

』

に

見
え

る

「
シ
サ
イ

ラ

シ
ク

」

「
ブ

ギ

ヤ
ウ

キ
デ

」

「ギ

ヤ
ウ

ギ

ナ
」

と

い
う

左

訓
は

、

そ
う

い
う

解
釈

を

誤
り
な

く

示
し
た

も

の
で
あ

り
、

後
者

二
例

の
左
訓

は
、

ま
さ

し

く

「
読
俗

文

三
条

」

の

「
所

ニ
ヨ
ツ
テ

ハ
行

義

ナ
ト
訳

ス
」

と

い
う

記
述

に
対

応

し
て

い
る
。

一
方

、

「
喜

得
」

と

い
う

語

に
対

し

て
、

「
所

ニ
ヨ
ツ

テ

ハ

マ
ダ

シ
モ
ト
訳

ス
」

と
言

っ
て
い
る

の
は
、

少

々
意

外

な
解
釈

で
あ

る
。

「喜

得

」

と

は
、

『
中

国
語

大

辞
典

』

(
東

京

、
角

川

書

店
、

一
九

九
五

年
三
月

)

に
は
、
『
古
今

小
説

』
『
蜜

蛾

冤
』

の
用
例

を
挙

げ
、

「幸

い
な

こ
と

に
」

「
幸

運

に
も

」
と

い
う

訳
語

が
示

さ

れ

て
お

り

面
土
二v、
大

抵

の
場
合

、

こ
れ

で
文
意

の
通

る

こ
と

が
普

通

で
あ

る

㍗̂
巴
。

『
照

世

盃
』

に
見
ら

れ
る

の
は

以
下

の
三
例

で
あ

る
。

一
、

三
太
爺

大
喜
道

。

這
段
姻

縁
絶

妙
的

了
、

我
今

日
便

親

口

許

下
、
祢
揮

日
来

納
聰

何
如
。
欧

澱
山

正
掻

得
瓠

耳
掻

臆
。

側

邊

↓
箇
小

廊
。

眼
僻
着

三

太
爺
道

。

不
知
家

裏

妨

々
的

意

思
。

太

爺

輕

口
便

許

人
麿

。

(佐

伯
文

庫

本
第

二
回
、

十

七

丁
裏

一
行

目
/

和
刻

本
巻

二
、

十

五
丁
裏

六
行

目
)

二
、
評

慣
官
聴

得
有

了
好

細
。

忙
披

上

馬
。
當

頭
迎

着
、

却

認

得

是
衙
内

。

只
見
頭

髪
也

披
散

了
。

滞

面
流
的

是
汗

、

那

瞼
色
就
如
黄
強

一
般
、
蒲

馬
也
胞
不
動
了
。
早
有

一
箇

胡
髭
碧
眼
的
漢
子
喝
道
。
快
下
馬
来
。
俺
安
南
國
的
馬
。

可
是
祢
蟹
子
楡
来
騎
得
的
麿
。

(佐
伯
文
庫
本
第
三
回
、

九
丁
表
五
行
目
/
和
刻
本
巻
三
、
八
丁
表
九
行
目
)

三

、
杜

景
山
道

。
我

的
性

命
則

索
休

了
。

又
想

道
。

寧
可

死
在

水

裏
。

留
得
全

屍
。

不

要
被

這
怪
物

吃

了
去
。

撲

通
的
跳

在

漢

河
裏

。
覆

水

還

淺

。

又
有

些

温
媛

氣

見

茜
+
吾
。

要

渡
過
封

岸
。

恐
伯

那
岸

上
。

又
撞

着
別

的
怪

物
。

只
得

着

岸
。

輕

々
的

在

水
裡

走

去
。

(
佐
伯

文

庫
本

第

三

回
、

三

十
丁
表

三
行

目
/

和
刻

本
巻

三
、
二
十
七

丁
表

一
行

目
)
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『
照
世

盃
』

に
見
え

る
三

つ
の
用

例
を

見
る

と
、

「
の
例

と
、

二

三

の
例
と

は
文

法
機
能

が
異

な

っ
て

い
る

こ
と

に
気
づ

く
。

一
の
例

県 は

 

と

見
え

る

の
と

同
様

、

う

な

の

で
)

嬉

し

が

っ
た

」
と

い
う
意

味

で
あ
り
、

の
語
釈

に

示
さ
れ

た

例

に
あ

て

は
ま

る
も

の

で
、

る

の
を

止

め
た

」
、

と

こ
ろ
、

と

い
う
意

味

で
あ

る
。
そ

し
て
、
和
刻
本

は
、
三

の
用
例

に
対

し
て
、

「
マ
ダ

シ

モ
」

と

い
う
左

訓

を
附

す
。

「喜

得

水
還

淺

」
と

い
う
原

文

を
考

え

る
と

、

「
マ
ダ

シ

モ
」

と

い
う

の
は

、

「
幸

い
な

こ
と

に

マ
ダ

シ
モ
水
は

浅
か

っ
た
」

と

い
う

「還

」

の
も

つ

ニ

ュ
ア

ン

ス
が

汲

み
取
ら

れ
た

の
で
あ

ろ
う

が
、
こ

こ
で
大

事
な

こ
と
は
、
「喜

得

」

に
対

す

る
極

め

て
特

異
な

解
釈

(
あ

る

い
は
誤

読
)

「
マ
ダ

シ

モ
」

所

謂

程
度
補

語

の
用

例

で
あ

っ
て
、
『
西
遊

記
』

第

二

回

(
北

人

民
文
学

出
版
社

、

二
〇
〇

一
年
四

月
重
印

、

―
四
頁

)

に
、

孫
悟

空
在
労

聞
講

、
喜

得
他
撫

耳
擁

臆
、
眉

花
眼

笑
。

忍
不
住

手

之
舞

之
、

足

之
躇

之
。

(説

法

を
聞

い
て

い
る
う

ち

に
、
孫

悟
空

は
う

れ
し
さ

の
あ

ま
り
、

耳
を

か

い
た
り
あ

ご
を

な

で
た

り

し
て
、
大

に

こ
に

こ
、

思
わ

ず
手
を

振

り
、
足

を
踏

み
鳴
ら

し
ま

す

西
士
ハv。
)

「
(
自

分

の
結

婚
話

が

う

ま

く
ま

と

ま

り

そ

欧
源

山

は
本
当

に
耳
や
頬

を
掻

き
む

し
ら

ん
ば

か
り

に

二
三

は
、
『
中
国

語
大
辞

典
』

「幸

い
な

こ
と

に
」
と

い
う

副
詞

と
し

て

の
用

二

の
例

は
、

「幸

い
な

こ
と

に
馬

も
走

三

の
例

は
、

「
ド
ボ

ン
と

谷

川

に
跳

び

こ
ん
だ

幸

い
な

こ
と

に
川

は
浅
く
、

少

々
水
温

も
温

か
か

っ
た
」

が
、
和
刻

本

の
左

訓
に
紛

れ
も

な
く

示
さ
れ

て
お

り
、

そ

の
特

異
な

解

釈

を
受

け

て
、

「
読

俗
文

三
条

」

に

「
所

ニ
ヨ
ツ

テ

ハ
マ
ダ

シ
モ

ト
訳

ス
」
と

説
か

れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
こ
と
は
、

「読
俗

文

三
条
」

を
書

い
た

人
物
と

、
和
刻

本

『
照
世

盃
』

の
施

訓

者

と

が
、

同

一
人

物

で
あ

っ
た

こ
と

を
意

味

し

て

い
る
。

「孔

雀
道

人
」

す
な

わ
ち

清

田
憺

里

は
、
『
照

世
盃

』

を
訓

訳

し
な

が
ら

感

じ

た

こ
と
、

気
づ

い
た

こ
と

を
、

「
読

俗
文

三
条

」

と

し
て

い
く

つ
か

巻
頭

に
書

き
留

め
た

の
で
あ
ろ

う

〔四
+
七
v。

五

さ

ら

に
、
和

刻
本

『
照

世
盃
』

巻

一

(八

丁
表
)

に

は
、
次

の
よ

う
な

欄
外

頭
注

が
あ

る
。

按

ス

ル

ニ
韓

人
崔

淳

漂
流

シ
テ
中

国

ニ
イ
タ

ル
漸
江

省

ヨ
リ
燕

京

マ
テ
送

ラ

ル
ソ

レ
ヨ
リ
韓

工
帰

テ
漂
海

録

ヲ
作

ル
中

国

ノ
山

川
家

宅
ナ

ド

テ
逐

一
ニ
シ
ル

シ
ヲ
キ
タ

ル
中

ニ
モ
蘇

杭

二
所

富

貴

ハ
燕
京

ニ
モ
数

倍

ス

ル
ト
云

テ
ヲ
キ

シ
蘇
杭

ノ
ニ
所

ハ
大
道

二
石

ノ
シ

ハ
ン
ヲ

シ
キ
テ

ア

ル

コ
ト

モ
ア
リ

此

二
云
ト

コ

ロ
実

録
ト

云

ヘ
シ

こ

こ
で
引
き
合

い
に
出
さ

れ

て

い
る
の
は
、

朝
鮮

の
崔

淳
が

著

し

た

『
漂
海

録
』
と

い
う

書
物

で
あ

る
が

、
和
刻

本
巻

四

(五
十

二

丁

裏

)

に
は
、

こ
の
書

の
嗣
出

予
告
が

附
さ

れ

て

い
る
。
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通
俗
皇
華
録

全
五
研

嗣
出

天
台
山
ヨ
リ
西
湖
ヲ
通
リ
テ
北
京

へ
行
朝
鮮

へ
帰
ル
マ
テ
道
ス

カ
ラ
山
川
人
物
官
署
駅
舎
ナ
ト
ヲ
逐

一
委
細

二
書
記
ス
朝
鮮
ノ

学
士
崔
淳
力
作
ヲ
訳
ス

崔
搏

『
漂
海

録
』
は
、
『
照

世
盃

』
刊
行

の
四

年
後
、
明

和
六

二

七
六

九
)

年

六

月
、
『
唐

土
行

程

記
』

と

題

し

て
、
皇

都
書

林

河
南

四
郎
右

衛
門

、
林

伊
兵

衛
、

日
野

屋
源

七
、

端
七
右

衛
門

合
刻

に
よ

り
、
清

田
憺
嬰

に
よ

る
訳
本

が

出
版
さ

れ

て

い
る
。
憺

竪

の
随
筆

『
孔

雀
楼
筆

記
』

巻
之

四

に

い
う

四̂
+
八
}。

○
朝
鮮

ノ
崔

淳

ハ
、

明

ノ
孝

宗

ノ
時
、

台
州

ヱ
漂
着

ス
。

ソ
レ

ヨ
リ
数

千
里

ノ
道

ヲ
経

テ
、
北

京

へ
送

プ

レ
、
朝
鮮

境

ノ
義
州

マ
デ
送

プ

レ
、
朝
鮮

ヘ
カ

ヘ
リ

テ
後
、

国
王

ノ
命

二
因

テ
、
漂

流

ノ
日

ヨ
リ
、
義

州

へ
着

ス
ル

マ
デ

ノ
日
記

ヲ
撰

ス
。

漂
海
録

ト
名

ク
。

予

コ
レ
ヲ
翻

訳

ス
。

唐

土

ノ
山
川

・
風
土

・
城

郭

・

物

産
ナ

ド

ノ

コ
ト

、
詳

二
書

記

シ

ア
リ
。
右

ノ
書

ヲ
閲

ス
ル

ニ
、

数

千
里

ノ
道

中
、

本
街
道

ニ
テ
ナ

キ
所

ニ
テ
、

大

雨

二
谷

川
瀕

リ

、
タ

ぐ

一
日
滞

留

セ
シ
外

二
、

川
ヅ

カ

ヘ
ト
云

コ
ト
半

日

モ

ナ

シ
。

凡

ソ
唐
土

人

ノ
紀

行

詩
題

ナ
ド

ニ
モ
、
黄

・
潅

及
ビ
諸

ノ
湖
水

等

ニ
テ
風

二
阻

ラ

レ
、
風

ヲ
守

ル
、
宋

以
後

ニ
ハ
運
河

二
間

ヲ
守

ル
、
泳

ヲ
守

ル
ナ

ド

ノ

コ
ト

ハ
ア

レ
ド

モ
、
往

還

ノ

道

二
川

ヅ
カ

ヘ
ト

云

コ
ト
、

イ

マ
ダ

見

ア
タ

ラ
ズ
。

清
田
憺
嬰
は
、
自
ら
翻
訳
作
業
を
進
め
て
い
た

『
漂
海
録
』
の
記

事

を
、

和
刻

本

『
照

世

盃
』

の
頭
注

に
付

け
加

え
た

の

で
あ
る
。

和

刻
本

『
照
世

盃
』

の
施

訓
者
、

欄
外

頭
注

の
作
成

者

は
、

や
は

り

い

ず

れ
も

従
来

言
わ

れ

て
き
た

通
り
、

清

田
憺
里

と
考

え

て
間
違

い
な

い
で
あ

ろ
う
。

1.

ノ＼

 

最
後

に
、

近
年

、

日
中

両

国

で
出
版

さ
れ

た

ス
ト
を

整
理

し

て
お
き

た

い
。

、

二

、

三

、

四

、

五

、

『
照

世

盃
』

の
テ
ク

海
寧
陳

乃
乾

編

『
古
侠

小
説

叢
刊

初
集

』

一
九

二
八
年

(
日
本

伝
砂

本
校

印
)
。

『
照
世

杯
』

上
海

、
上

海
古

典
文

學
出

版
社

、

一
九

五

六
年

二
月

(
一
に
よ

る
排
印

本

)。

王
以

昭
主
編

、

牢
本
中

国

通
俗

小
説
叢

刊
第

二
輯

『
照

世
盃
/

豆
棚

間
話

』
台

北
、

天

一
出
版

社
、

一
九

七

四

年
十

月

(
一
に
よ

る
影

印
本

)
。

徳

田
武

解

説

『
清

田
憺

嬰
施

訓

照
世

盃

附

中

世

二

伝

奇
』
東
京

、
ゆ

ま

に
書
房

、

一
九

七

六
年

十

二
月

(
明

和

二
年

刊
本

に
よ

る
影

印
本

)
。

国
立
政

治
大

学
古

典
小

説

研
究
中

心
主

編
、

明
清

善
本

小
説
叢

刊
初

編
第

一
輯

『
照

世

盃
』

台

北
、

天

一
出
版

社

、

一
九
八

五
年

七
月

(明

和

二
年

刊

本

に
よ
る

影
印
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七
山
/＼

 

八

、

九

、

十

、

十

一
、

十

二

、

十

三

、

本
)。

張
琳
編

『照
世
杯
』
中
州
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
年

九
月
。

中
国
古
典
小
説
研
究
資
料
叢
書

『
照
世
杯
』
上
海
、
上

海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
五
年
十
二
月

(二
の
改
訂
再

版
本
)。

大
塚
秀
高
編

『
佐
伯
文
庫
叢
刊

第
四
巻

照
世
盃
』
東

京
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
八
年
十
月

(清
代
康
煕
刊
本

に
よ
る
影
印
本
)。

劉
世
徳
、

陳
慶
浩
、
石
昌
楡
主
編
、
古
本
小
説
叢
刊

第
十
八
輯
第
二
冊
『
英
烈
志
伝
残
本
/
照
世
盃
』
北
京
、

中
華
書
局
、

一
九
九

一
年
六
月

(佐
伯
文
庫
本
に
よ
る

影
印
本
)。

古
本
小
説
集
成
編
輯
委
員
会
編
、
古
本
小
説
集
成

『
照

世
盃
』
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、

}
九
九
二
年

(佐

伯
文
庫
本
に
よ
る
影
印
本
)。

中
国
話
本
大
系

『
西
湖
佳
話
等
三
種
』
南
京
、
江
蘇
古

籍
出
版
社
、

}
九
九
三
年
七
月

(佐
伯
文
庫
本
に
よ
る

排
印
本
)。

『
中
国
古
代
珍
稀
本
小
説

(九
)
』
藩
陽
、
春
風
文
芸

出
版
社
、

一
九
九
四
年
十
月
。

中
国
古
典
小
説
名
著
百
部

『
西
湖
佳
話
/
豆
棚
閑
話
/

照

世
杯
』

北

京
、
華

夏
出

版
社

、

一
九
九

五
年

七
月
。

十

四
、
張

本
義
、

孫
福

泰
主

編
、

大
連

図
書
館

蔵
孤

稀
本

明
清

小
説
叢

刊

『
照
世
杯
』

大

連
、
大

連

出
版
社

、

二
〇
〇

〇

年

四
月
。

十

五
、

明
清

艶
史

『
珍

珠
舶
』

北

京
、
大

衆
文

芸
出

版
社

、

二

〇

〇

二
年

五

月
。

な

お
、
『
照

世
盃

』
巻

一

「七

松
園

弄
假

成

真
」

に

は
、

大

正
十

五

(
一
九

二
六
)
年
十

一
月
、
東

京
、
健
文
社

か

ら
出
版

さ
れ

た

『
近

代

文
芸

選
集

』

第

五
篇

に
、

「院

江
蘭

出
世

諌

」
と

題
す

る
増

田
渉

氏

の
翻
訳

が
あ

る
。

訳
者

二
十

三
歳

の
訳
業

で
あ

る
せ

い
か
、
何

カ

所

か
誤
読

も

認

め
ら

れ

る
が

、
管

見

の
及

ぶ
限

り
、

『
照

世

盃
』

唯

一
の
日
本

語
訳

で
あ

る
。

〈注
〉

(
一
)
石
崎
又
造

『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』

(東
京
、
弘

文
堂
書
房
、

一
九
四
〇
年
十
月
)、
中
村
幸
彦

「隠
れ
た
る
批
評
家
」

(京
都
大
学
文
学
部
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室

『
中
国
文
学
報
』
第

四
冊
、

一
九
五
六
年
四
月
。
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第

一
巻

再
録
)
、

徳

田
武

『
清
田
憺
嬰
施
訓

照
世
盃

附

中
世
二
伝
奇
』
「解
説
」
(東

京
、
ゆ
ま
に
書
房
、

―
九
七
六
年
十
二
月
)
な
ど
。

(二
)
徳
田
武

『
清
田
循
里
施
訓

照
世
盃

附

中
世
二
伝
奇
』
「解
説
」
(東
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京

、

ゆ
ま

に
書

房

、

―
九

七

六

年
十

二
月

)
、

四

五

一
頁

。

徳

田
氏

は

、
こ
れ

よ

り
先

、
「初

期
読

本

に

お
け

る
寓

意

性

と
文

芸
性

(上

ご

(
早

稲

田

大

学

国

文

学
会

『
国

文

学

研
究

』

第

四

十

七
集

、

一
九

七

二
年

六

月

、

五
九

頁

)

に

お

い

て
も

、

「清

田
循

嬰

訓

訳

と

ほ
ぼ

断

じ

て
よ

い

『
照
世

盃

』
」

と
記

し

て

い
る
。

(三
)
長
沢
規
矩
也

・
阿
部
隆

一
編

「佐
伯
文
庫
古
書
分
類
目
録

」
(『
佐

伯
藩
政
史
料

目
録
』

佐
伯
市

教
育
委

員
会
、

一
九

七
九
年
。
梅
木

幸
吉

『
佐
伯
文
庫
の
残
存
本
』
(私
家
版
、

一
九
八
四
年
)
に
再
録
)

(
四
)
大

塚
秀

高

『
佐

伯

文
庫

叢
刊

第

四
巻

照

世
盃

』

「解

題
」

(東

京

、

汲

古

書
院

、

一
九
八

八

年
十

月

)
、

四

―
七
頁

。

(五
)

大

塚
秀

高

前
掲

書

、

四

一
六

～

四

一
七

頁
。

(六
)

大

塚
秀

高

前
掲

書

、

四

}
八

頁
。

(七

)
今

回

の
調

査

に

使

用

し

た

テ
ク

ス
ト

は

、
佐

伯

文

庫

本

(汲

古

書

院
版

『
佐
伯
文
庫
叢
刊

第
四
巻

照
世
盃
』
)
と
和
刻
本

(
ゆ
ま
に

書
房
版

『
清
田
憺
里
施
訓

照
世
盃

附

中
世
二
伝
奇
』
/

京
都
大

学
文
学
部
蔵
本
)

で
あ

る
が
、
第

六
節

に
掲
げ
た
諸
本
を
適
宜
参

照
し
た
。
大
連
図
書
館
所
蔵
大

谷
本
二
抄
本
に

つ
い
て
は
未
調
査
。

(八
)

佐

伯

文

庫

本
第

―
回

(
二
丁

表

六

行

目
)

「土

妓

」
、

和
刻

本

巻

一

(
二
丁

表

四

行

目

)

「上

妓

」
。

こ

の
例

は

、

佐

伯

文

庫

本

も

や

や

不

鮮
明

で
あ

る
が

、
『
照

世
盃

』
の
作
者

・
酌

玄
亭

主

人

の
小

説

『
閃

電

窟

』

(
古
本

小

説

集
成

、

清

初

刊

本

に

よ

る
影

印

、

上
海

、

上

海

古

籍

出

版

社

、

―
九

九

四

年

十

一
月

、

九

六

頁

五

行

目
)

に

「土

妓

」

と

い
う

語

が

同

じ

く

使

用

さ

れ

て
お

り

、

佐

伯

文

庫

本

を

よ

く

よ

く

見

る

と

、

字

形

も

「
土

」

と

「上

」

と

で
は

、

少

々
異

な

っ
て

い
る

こ
と
が

わ

か
る

。

(九

)
佐

伯

文
庫

本
第

一
回

(三

丁

表

八
行

目

～
三

丁
裏

一
行

目

)
「付

量

」、

和

刻

本

巻

↓

(三

丁

表

八

行

目

～

三

丁

裏

一
行

目

)

「付

量

」
、

左

訓

「思

案

ス
ル

ニ
」。

(十
)
佐
伯
文
庫
本
第

一
回

(五
丁
裏
七
行
目
)
「候
他
上
了
船
。
綾
揮
涙

而
別
。
」、
和
刻
本
巻

一

(五

丁
表
七
行
目
)

「候
他
上
了
舩
終
揮
涙

而
別
」
。

(十

―
)
佐
伯
文
庫
本
第

一
回

(七
丁
表
三
行
目
)
「
不
俵

是
蘇
州

人
。
為

慕
山
陰
風
景
。
特
到
此
間
。
」
、
和
刻
本
巻

「

(六
丁
表
九
行
目
)
「不

俵
是
蕪
州
人
爲
慕
山
陰
風
景
時
到
此
問
」
。

(十

二
)

佐

伯

文
庫

本
第

一
回

(九

丁
裏

三

行

目
)

「忙

取

鏡

子

一
照

。
」
、

和
刻

本

巻

一

(八

丁
裏

四

行

目
)

「忙

取

鏡

了

一
照

」
。
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(十

三

)
佐

伯

文
庫

本

第

一
回

(九

丁
裏

八

行
目

～

十

丁
表

一
行

目

)

「再

不

要

妄

想

了
。
」
、

和

刻

本

巻

↓

(
八

丁
裏

九
行

目

～
九

丁
表

}
行

目

)

「再

不

要
忘

想

了
」
。

(十

四

)
佐

伯

文
庫

本

第

一
回

(十

丁
裏

六
行

目

)

「挾

沿

氣
豚

。

浸
淫

骨

髄

。
」、

和
刻

本

巻

―

(十

丁
裏

四
行

目

)

「決
沿

氣

豚

浸
淫

骨
饅

」。

(十
五

)
佐

伯
文

庫
本

第

一
回

(十

二

丁
表
七

行

目
)
「燕

史
催

花

片

々
搏

。
」
、

和
刻

本

巻

一

(十

一
丁

表

三
行

目
)

「燕

子
催

花
片

片

搏

」。

(十

六

)
佐

伯

文
庫

本
第

一
回

(十

三

丁
表

二
行

目
)
「我

好

意

翠
他

同
行

。
」
、

和
刻

本
巻

―

(
十

―
丁
裏

五

行

目
)
「
我
好

意
禦

他

同
行

」
、

「禦
他

」

に
左

訓

「カ

レ
ヲ

ツ

レ
テ
」

を

附
す
。

(十

七
)

佐

伯
文

庫

本
第

一
回

(十

四

丁
裏

二
～

三
行

目
)

「天

公

不
肯

以

全

福

予

人
。
」
、
和

刻

本

巻

一

(十

三

丁

表

二
～

三

行

目

)

「
天
公

不

肯

以

全
福

子

人
」
、

「子
」

に

右

訓

「ア

タ

ヱ
」
を

附

す
。

(十

八
)

佐
伯

文

庫
本

第

一
回

(十

五

丁
裏

七

行

目
)

「
反
厳

聲

属
色

道

」
、

和

刻

本
巻

}

(十

四

丁
表

五

行

目
)

「
反
麗

聲
暦

色
道

」。

(十
九
)
佐
伯
文
庫
本
第

一
回
(十
六
丁
表
第
七
行
)
「院
江
蘭
忙
在
頭
上
。

抜
下

一
根
金
箸
子
来
送
他
。
」
、
和
刻
本
巻

一

(十
四
丁
裏
四
行
目
)

「
院
江
蘭
忙
柾
頭
上
。
抜
下

一
根
金
箸

子
來
送
他
」
。
佐
伯
文
庫
本

第
三
回

(三
丁
裏

六
行
目
)

「公
子
在
労
邉
聴
得
。
」
、
和
刻
本
巻
三

(
三
丁
裏
三
行
目
)
「公
子
柾
労
邊
聴
得
」
な
ど
多
数
。

(
二
十

)
佐

伯

文
庫

本

第

】
回

(十

七
丁

表

七
行

目
)

「挨
身

到

竹

擁
邉

。

推

一
推

門

。
」
、

和
刻

本

巻

一

(
十

五

丁
裏

二
行

目
)

「挨
身

封

竹

靡

邊

推

一
推

門

」
。

(
二
十

こ

佐
伯
文
庫
本
第

}
回

(二
十
七
丁
表
五
行
目
)
「我
那
心
上
人
。

久

不
得
他
音
信
。

必
是
伐
不
到
此
盧
」
、
和
刻
本
巻

一

(
二
十
四
丁

表

七
行
目
)
「
我
那
心
上
人
久

不
得
他
音
信
必
是
我
不
到
此
虚
」
。

(
二
十

二
)
佐
伯

文

庫
本

第

一
回

(
二
十

九

丁
裏

七
行

目

)
「相
悪

無

好
友

。

相

罵

無
好

口
。
我

見

綱
膠

時

。
平

昔
肉

與

酒

。
」
、
和

刻
本

巻

一

(二

十

六

丁
裏

四

行

目
)
「
相
悪

無

好
文

、
相

罵

無

好

口
、
我

見
網

膠
時

、

平

昔

肉

與

酒

」、

「友

」

「
口
」

「
酒
」

は

韻
字

で
あ

る

か

ら

、

「
文
」

で
は

あ
り

え

な

い
。

(
二
十

三

)
佐

伯

文
庫

本

第

一
回

(三

十
六

丁

表

四
行

目
)

「
只
得
鱒

托

顧

門

斗

送
来

。
」
、
和

刻

本

巻

一

(三

十

二

丁
表

六

行

目

)

「
只
得

轄

托

願

門

斗
送

來

」、

「顧
」

は
人
名

。

(
二
十
四
)
佐
伯
文
庫
本
第
二
回

(二
丁
表
七
行
目
)

「他
也
居
之
不
疑
。

微
然
是
童
生
隊
裏
的
名
士
。
」
、
和
刻
本
巻
二

(二
丁
表
七
行
目
)
「他
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也
居
之
不
疑
嚴
然
是
童
生
隊
裏
的
名
公
」
。

(
二
十
五

佐
伯
文
庫
本
第
二
回

(三

丁
表
四
行
目
)

「
又
見
同
社
椚
。
也

有
進
學
的
。
也
有
出
貢
的
。
」
、
和
刻
本
巻
二

(三
丁
表

二
行
目
)
「又

見
同
社
椚
也
有
進
學
的
也
有
出
貢
約
」
。

(二

十

六
)

佐

伯
文

庫

本
第

二
回

(
五
丁

表

七
行

目

)

「連

傳
帖

相

見

。
也

要
勒

槽

紙

包

。
」
、

和
刻

本

巻

二

(
五

丁
表

一
行

目

)

「連

傳

帖

相

見

也

要

勤
措

紙

包

」
、

「
勒
清

」

は

「
ゆ

す

り
取

る
」

「
た

か

る

」

「巻

き

上

げ

る

」

意
味

の

動

詞

で

あ

り

、

和
刻

本

左

訓

「
ト

イ

ヤ
ブ

レ

ヲ

ミ
テ

モ

ハ
ヤ

進
物

ヲ
支
度

ス

ル
」

は
誤

り
。

(
二
十
七
)
佐
伯
文
庫
本
第

二
回

(七
丁
表
六
行

目
)
「像
家
老
爺
在
生
時
。

與
我
極
相
好
。
」
、
和
刻
本
巻
二

(
六
丁
裏
五
行
目
)
「
禰
家
老
爺
在

生
以
興
我
極
相
好
」

(後
出
)
。

(二
十
八
)
佐
伯
文
庫
本
第

二
回

(十

二
丁
裏

七
行
目
)
「我
乍
心麿
脱
換

一

箇
青

面
小
鬼
。
連
頭

角
都
這
般
峰

燦
了
。
」
、
和
刻
本
巻
二

(
十

一

丁
裏

四
行
目
)
「
我
乍
心慶
晩
換

一
箇
青

面
小
鬼
連
頭
角
都
這
般
峰
燥

了
」
。

(二

十
九

)

佐

伯
文

庫

本
第

二
回

(
十
七

丁
裏

七
行

目

)

「我

従

来
直

腸

直

口
。

再

不

會

説

慌
的

。
」
、

和

刻

本
巻

二

(十

六

丁

表

三
行

目
)

「我

從
來
直
腸
直

口
耳
不
會

説
慌
的

」。
佐
伯
文
庫
本
第

二
回

(十
八
丁

裏
五
行
目
)
「繹
妬

々
只
是
笑
。
再

不
則
聲
。
」
、
和
刻
本
巻

二

(
十

六

丁
裏
八
行

目
)

「膠
妨

妨
只
是
笑
耳

不
則
聲
」
。

佐
伯
文
庫

本
第

四
回

(二
十
七
丁
表
八
行
目
)
「古
語
再
説
不
差
的
。
」
、
和
刻
本
巻

四

(二
十
四
丁
裏

一
行
目
)

「古
語
耳
説
不
差
的
」。

(三
十
)
佐
伯
文
庫
本
第

二
回

(
二
十
丁
裏

五
行
目
)
「伽
家
三
太
爺
回
来

了
。
為
何
不
出
城
接
我
。
」
、
和
刻
本
巻
二

(十
八
丁
裏
四
行
目
)
「禰

家
三
太
爺
回
來
了
爲
何
不
出
城
接
武
」
。

(三
十

↓
)
佐

伯

文

庫
本

第

二
回

(
二
十

一
丁
表

二
行

目
)

「這

一
句

還

不

曾

説

完

。
」
、

和

刻
本

巻

二

(十

八

丁
裏

九

行

目

)

「
這

一
句

還

不
曾

説

宅

」

(後

出

)。

(三

十

二
)

佐
伯

文

庫

本
第

}
回

(
一
丁

裏

六
行

目

)

「
只
是

妓

女

一
般

也

有

情

假
。
情

濫

。
情

薄

的

。
」
、
和

刻

本
巻

一

(
―
丁
裏

五

行

目
)

「
只

是

妓

女

}
般

也
在

情

假

情

濫
情

薄

的
」
。

(三

十

三
)

佐
伯

文

庫
本

第

}
回

(
三
丁

表

三
行

目

)

「決

不
像

朱

買

臣
的

阿

正
。

中
道

棄

夫
。
」、

和

刻

本

巻

一

(
二

丁
裏

八

行

目

)

「決

不
像

朱

買

臣

的
阿

妻

中
道

棄

夫

」。

(三
十
四
)
佐
伯
文
庫
本
第

一
回

(
二
十
四
丁
裏
三
行
目
)

「男
置

「
所
房
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屋

。

将

碗
娘

蔵

過

。
」
、

和
刻

本

巻

「

(
二
十

二
丁

表

―
行

目

)

「別

置

↓
所
茅

屋

將
碗

娘

蔵

過
」
。

(三
十
五
)
同
前
。

(三
十
六
)
佐
伯
文
庫
本
第
二
回

(
二
十
六
丁
裏

五
行
目
)
「既
倣
教
化
子
。

休

認
他
是

三
太
爺
。
可
不
自
己
没
体
面
。
」
、
和
刻
本
巻
二

(
二
十

四
丁
表

一
行
目
)

「既
倣
叫
化
子
禰
認
他
是
三
太
爺

可
不
自
己
没
膿

面
」
。

(三

十

七
)

伊

藤

漱

平

『
佐

伯

文

庫
叢

刊

第

三
巻

連

城

壁

(下

)
』

「解

題

」

(東

京

、
汲

古

書
院

、

一
九

八

九
年

―
月
)
、

三

五

一
頁
。

(
三

十

八
)

伊

藤

漱

平
前

掲

書

、

三

五

三
頁

に

、

星

野
恒

「書

佐

伯

献
書

総

目
後

」

を

引

い

て
、

「侯

名

は

高

標

、

毛
利

氏
な

り
。

(
中

略
)

卒

せ
し

は
享

和

元

年

八

月

、

享

齢

僅

か

に

四

十
有

七

な

り

き

と

言

ふ

。
」

と
あ

る
。

(
三
十

九

)

石
崎

又
造

前

掲

書

、

}
六
〇

頁

。

お

よ

び
、

徳

田

武

『
清

田

憺

聖

施
訓

照

世

盃

附

中

世

二
伝

奇

』

「解

説

」

(東

京

、

ゆ

ま

に

書
房

、

一
九

七

六
年

十

二
月

)
、

四

五
三

頁
。

(四

十

)

田

中
大

観

は
、

享

保

二

十

(
↓
七

三

五

)
年

十

}
月

九

日

、

二

十

六
歳

で
没

し

て

い

る

(
石
崎

又

造
前

掲
書

、

―
五
九

頁

)。

(四
十

一
)
徳
田
武

「初
期
読
本
に
お
け
る
寓
意
性
と
文
芸
性

(上
ご

〔早

稲

田
大
学
国

文
学
会

『
国
文
学
研
究
』
第
四
十
七
集
、

―
九
七

二

年
六
月
)
に
も
指
摘
が
あ
る
。

(四

十

二
)
和

刻

本

『
照
世

盃

』
巻

}

「読

俗

文

三
条

」

一
丁
表

～

裏

ハゆ

ま

に

書
房

影

印
本

、

一

一
～

一
二
頁

)。

(
四
十

三

)
『
中

国

語
大

辞

典

(
下
)
』

(東

京

、
角

川

書
店

、

一
九
九

五
年

三

月

、

三

三
〇

六

頁

)

に
、

「
[喜

得

]

〔副
〕

囲

幸

い
な

こ

と

に
。

幸

運

に
も

}

四
圏
、
又

固
。

〈
～

没
有

打

例

!
〉

幸

い

に
も

ぶ

た

れ

な

か

っ
た
。

〈～

堂

上

官

是

介
有

主

意
的

人
〉

幸

い
な

こ
と

に
役

所

の
長

官

は

考

え

の
あ

る

人

だ

っ
た

甲

(《
古
今

・
40
》
)
。

(～

我

是

孤

身

、

又
元

家

小

連

累

〉

幸

い
な

こ
と

に

私

は

独

り

身

、

足

手

ま

と

い

の
妻

子

と

て

い
な

い

旧

(《
元

曲

・
賓

嬢

冤

・
1
》
)
。
」

と

あ

る
。

(四
十
四
)
『
照
世
盃
』
の
作
者

・
酌
玄
亭
主
人
の
小
説

『
閃
電
窩
』
に
も
、

「喜
得
」

は
三
例
使
用
さ
れ

て
い
る
が

(『
明
清
稀
見
小
説
叢
刊
』

済
南

、

斉
魯

書

社

、

[
九

九
六

年

八
月

、

一
八
四

頁

一
七

行

目

「且

喜

得

後

園

門

開

着

」

/

一
九

六

頁

一
八

行

目

「
他

不

過

是

過

路

的

船

、

喜

得

人

又
不

知

道

他

姓

名

」

/

二
二

〇

頁

一
行

目

「且

喜

得
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銭

鶴

挙
還

是

肯

圓

融

婦

人
的

」
)
、

す

べ

て

「幸

い
な

こ

と

に
」

「幸

運

に

も
」

と

い
う
解

釈

で
文
意

は
通

る
。

(四

十

五
)

「見
」
、

和
刻

本

は

「鬼

」

に

誤

る
。

(四

十

六

)

小

野

忍
訳

『
西

遊

記

(
こ

』

(岩

波

文

庫

、

一
九
七

七

年

―

月
)
、

三

六
頁

に

よ

る
。

(四

十

七

)
『
照
世

盃

』

に

、

「感

激

」

は

五
例

(巻

一
、

二
十

七

丁

裏

九

行

目

「感
激

了
幾

句

」
、
左

訓

「
カ
タ

ジ

ケ

ナ

シ
ト

イ

こ

/

巻

二

、

十

六

丁

表

四

行

目

/

巻

三

、

二
十

丁

裏

三

行

目

/

巻

四

、

八

丁

裏

七
行

目

「不

知

感
激

」、

左

訓

「カ

タ
ジ

ケ

ナ
イ

ト

ハ
イ

ワ
ズ

」

/

巻

四
、
三
十

九

丁
裏

三
行

目

「感

激

」
、
左

訓

「カ

タ
ジ

ケ

ナ
ガ

ル
」
)。

「央

」

も

五
例

あ

る
が

、

一
例

は

「中

央

」

と

い
う
名

詞

(巻

四
、

二

十

―
丁
表

三

行

目
)

で
あ

り

、

「頼

む

」

と

い
う

動

詞

と

し

て

の

用

例

は

、
四
例

(巻

三
、

二
十

一
丁
裏

二
行

目

「央
求

」
、
左

訓

「タ

ノ

ム
」
/
巻

四
、
三

十
九

丁
裏

四
行

目

「央

求

」
、
左

訓

「タ

ノ
ム
」

/

巻

四
、

四

十

一
丁
表

三

行

目

「央

」
、

左

訓

「
タ

ノ

ン
テ

」

/
巻

四
、

四
十

六

丁
裏

八
行

目

)
。
『
照

世

盃
』

に
、

「老

実

」

の
用

例

は

な

い
。

(四
十

八

)
日
本
古

典

文
学

大

系

96

『
近

世
随

想

集

』
(東

京

、
岩

波

書
店

、

一
九

六

五
年

九

月
)
、

三

五

一
～

三

五

二
頁
。

(附
記
)
本
稿

は
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(特

別
研
究
員
奨

励
費
)
に
よ
る
研
究
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

(
か
わ
か
み

よ
う
す
け

・
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
)

38,


